
第三種郵便物認可　平成18年６月１日（木曜日）中小企業タイムズ（3）

金 融 ア ラ カ ル ト

業
界
の
声

情
報
連
絡
員
の

情

報

連

絡

員

　調査対象の50業界のDI値は、製造業は「売上高」、「収益状況」ともやや悪化し
たものの、3ヶ月連続して「売上高」がプラス値を示しており、回復ぶりがうかが
える。非製造業においても「売上高」「収益状況」がやや悪化したが、全体的には
回復の動きが定着しつつある。
　一方、依然として原油価格の先高感が高まっており、燃料費等の高騰に加え、
原材料、包装資材などのコスト高が多くの産業の収益を圧迫し、コストの増加
に伴い、資金繰りが悪化している企業も見られるなど、依然として厳しい経営
を余儀なくされている企業が見受けられる。

景況情報
山梨県中小企業団体中央会

情報連絡員報告
（平成18年４月分）
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□
業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品
製
造
／
菓
子
関
連
は
、

砂
糖
、
包
装
資
材
の
高
騰
が
経

営
を
圧
迫
、
更
な
る
値
上
げ
が

懸
念
。水
産
物
加
工
は
、原
料
が
、

依
然
と
し
て
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

採
算
面
が
厳
し
い
。ワ
イ
ン
は
、

酒
税
法
改
正
に
よ
る
価
格
改
定

の
売
れ
行
き
へ
の
影
響
が
懸
念
。

●
繊
維
・
同
製
品
／
織
物
は
、袖

裏
地
の
発
注
が
増
加
し
た
が
、

ネ
ク
タ
イ
、傘
生
地
の
減
少
、マ

フ
ラ
ー
受
注
の
遅
れ
等
の
影
響

に
よ
り
売
上
が
減
少
︵
ク
ー
ル

ビ
ズ
対
策
が
必
要
︶。

●
木
材
木
製
品
／
木
材
の
販
売

量
・
仕
入
量
は
、
流
通
・
製
造
部

門
と
も
若
干
増
加
。
販
売
価
格

は
、流
通
部
門
は
不
変
、製
造
部

門
は
微
増
。
仕
入
価
格
は
流
通

部
門
は
上
昇
し
た
が
、
製
造
部

門
は
不
変
。外
材
は
強
含
み
、国

産
材
は
保
ち
合
い
の
状
況
。

●
印
刷
／
売
上
は
増
加
し
た
が
、

企
業
間
格
差
が
ま
す
ま
す
拡
大
。

●
窯
業
土
石
製
品
／
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
出
荷
量
は
、
公
共
物

件
が
３
月
に
終
了
し
、
民
需
も

少
な
い
た
め
、
売
上
高
が
大
幅

に
減
少
、今
後
も
期
待

薄
。砂
利
販
売
は
売
上
・

販
売
価
格
・
設
備
操
業

度
が
上
昇
し
た
が
、売

上
代
金
の
回
収
遅
延
、

特
採
料
の
支
払
い
の

た
め
、資
金
繰
り
が
悪

化
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
。

●
鉄
鋼
機
械
金
属
／
機
械
製
造

は
、
全
体
的
に
好
調
に
推
移
し

て
い
る
が
、
末
端
企
業
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
。

●
宝
飾
品
／
宝
飾
品
は
、金
・
プ

ラ
チ
ナ
地
金
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
製
品
単
価
は
上
昇
し
て
い

る
が
、
生
産
数
が
減
少
し
て
い

る
。需
要
の
低
迷
・
輸
入
品
の
圧

迫
な
ど
で
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

■
非
製
造
業

●
小
売
業
／
水
産
物
は
、
価
格

上
昇
傾
向
に
あ
る
中
、
大
型
店

と
の
競
争
に
よ
り
売
上
が
減
少
。

食
肉
小
売
は
、原
材
料
・
配
送
価

格
が
上
昇
し
、収
益
を
圧
迫
。家

電
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
好
調

で
あ
る
が
、
白
物
家
電
は
減
少

し
、
売
上
が
減
少
。
健
康
機
器
・

住
宅
機
器
販
売
な
ど
に
力
を
入

れ
、業
態
を
変
化
さ
せ
、

売
上
を
確
保
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。燃
料

販
売
は
、４
月
の
価
格

は
据
え
お
き
、５
月
は

５
円
程
度
の
値
上
げ

が
必
要
な
見
込
み
。自

動
車
販
売
は
、販
売
台

数
は
減
少
し
た
が
、利

幅
の
あ
る
車
種
の
売

り
上
げ
が
好
調
で
あ

る
た
め
、売
上
が
増
加
。

●
サ
ー
ビ
ス
業
／
ホ

テ
ル
・
旅
館
は
、地
域
間
・

企
業
間
に
よ
る
格
差

が
見
ら
れ
る
。ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
効
果
の
た

め
か
、
売
上
・
収
益
と

も
改
善
し
た
旅
館
も

見
ら
れ
る
。

●
建
設
業
／
建
設
業
は
、

公
共
事
業
の
額
が
平

成
10
年
度
の
半
分
程

度
で
あ
り
、
厳
し
い
状
況
が
続

く
。鉄
構
工
事
は
、大
手
ゼ
ネ
コ

ン
が
談
合
の
摘
発
、
独
禁
法
の

規
制
強
化
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
下
請

へ
の
し
わ
寄
せ
が
さ
ら
に
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。管
工
事
は
、４

月
は
微
増
し
た
が
、
公
共
事
業

の
減
少
に
よ
り
、
年
間
で
は
売

上
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。
加
え

て
材
料
の
値
上
が
り
が
収
益
を

圧
迫
。型
枠
工
事
は
、公
共
工
事

が
減
少
し
、民
間
工
事
も
、安
値

競
争
に
よ
る
採
算
割
れ
で
、
倒

産
や
廃
業
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
運
輸
業
／
タ
ク
シ
ー
業
界
は
、

４
月
は
異
動
時
期
で
あ
り
売
上

増
の
期
待
を
し
た
が
、
前
年
比

微
減
。運
輸
業
者
は
、燃
料
価
格

が
再
上
昇
し
、
自
社
で
運
送
す

る
と
採
算
割
れ
の
状
況
で
あ
り
、

外
注
に
よ
る
中
間
マ
ー
ジ
ン
に

よ
り
、
収
益
を
確
保
し
て
い
る

企
業
が
あ
る
。バ
ス
業
界
は
、新

規
参
入
に
よ
る
供
給
過
多
︵
価

格
競
争
︶、燃
料
な
ど
の
コ
ス
ト

上
昇
に
よ
り
経
営
が
悪
化
し
て

い
る
企
業
が
あ
る
。

山梨県商工業振興資金の概要
　県内中小企業者の金融の円滑化を促進し、もって経営の安定、体質強化、地場産業の振興、組合活動の強化、研究開
発企業の育成、労働力確保及び行政諸施策の促進を図るため４資金16融資を設け、金融機関の協調を得て、年利1.9
％（保証付き1.6％）～2.4％（保証付き2.1％）の低利で長期の融資を実施している。

セーフティネットの整備　
●経営支援緊急融資Ａ型・Ｂ型の継続実施　
　小規模企業者（常時雇用者20人（商業・サービス業５人）以下）の資金繰
りを支援するため、無担保・第三者保証人不要で融資する経営支援緊急融
資Ａ型・Ｂ型について、継続実施する。

●資金繰り支援借換融資の継続実施　
　事業者の資金繰りを支援するため、県制度融資の借換のための融資を
継続実施する。

●売上減少事業者向けの緊急融資の継続実施　
　経済状況の変化により業況に大きな影響を受けた事業者のうち、売上
減少事業者に向けた臨時的融資を継続実施する。（経済変動対策融資の経
営安定化特別分）

●既往融資の条件変更措置の継続実施　
　経営の健全性を有し事業の再生が可能な者について、２年以内の返済
期間延長等を継続実施する。

その他の主な制度融資　
●事業促進融資の実施
　合理化、近代化及び環境整備や企業体質の強化を図ろうとする事業者
に向けた融資を実施する。

●経済変動対策融資（不況業種対策関係）の実施
　原油の高騰等により影響を受けている事業者に向けた融資を実施する。

●地場中小企業育成資金
    製造業を主たる事業として営む事業者に向けた融資を実施する。

融資に関しての御相談は・・・
●中小企業金融相談窓口　　TEL.055-223-1554　
　　甲府市丸の内1-6-1　山梨県庁本館2Ｆ
●取扱金融機関
　　商工組合中央金庫、山梨中央銀行、東京スター銀行
　　各信用金庫、各信用組合

130億円

山梨県商工労働部商業振興金融課　金融担当　TEL.055-223-1538

平成18年度
商工業振興資金

総融資枠

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
　

　
本
業
界
で
は
、平
成
８
年
特
石
法︵
特
定
石
油
製
品
輸
入
暫
定
措
置
法
︶が
廃
止
さ

れ
、そ
れ
以
後
発
生
し
た
自
由
化
と
規
制
緩
和
を
機
に
求
め
ら
れ
た
厳
し
い
経
営
環

境
を
乗
り
越
え
る
た
め
、行
政
に
頼
ら
ず
自
立
意
識
の
中
で
経
営
の
自
己
責
任
の
徹

底
と﹁
消
費
者
の
視
点
に
立
っ
た
販
売
﹂を
重
視
す
る
よ
う
意
識
改
革
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
昨
今
の
原
油
価
格
高
騰
は
、米
国
、中
国
及
び
イ
ン
ド
な
ど
の
急
速
な
石
油
製
品

需
要
の
拡
大
や
、イ
ラ
ン
等
の
中
東
地
域
の
不
安
定
や
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
高
値
傾
向
は
当
分
の
間
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に
原
油
価
格
の
上

昇
は
先
の
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、給
油
所
で
は
安
易
に
小
売
価
格
に
転
嫁

し
な
い
よ
う
に
経
費
削
減
等
の
経
営
努
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、そ
れ
も

限
界
に
達
し
て
お
り
、特
に
山
間
地
域
に
代
表
さ
れ
る
売
上
高
が
少
な
い
給
油
所
の

経
営
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
﹁
S
S
の
陥
没
地
域
﹂

︵
近
隣
に
S
S
が
無
い
地
域
︶が
発
生
し
、当
業
界
が
考
え
て
い
る
地
域
に
根
ざ
し
た

給
油
所
と
し
て
の
社
会
的
機
能
・
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、適
正
な
小
売
価
格
で
適
正

な
利
益
を
得
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、業
界
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と

　
各
給
油
所
は
経
営
基
盤
の
強
化
を
は
か
り
、環
境
保
全
対
策
や
今
後
予
想
さ
れ
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
等
の
新

燃
料
の
安
定
供
給
の
為
の
施

設
づ
く
り
と
と
も
に
、優
秀
な

人
材
の
育
成
・
ス
タ
ッ
フ
の
強

化
と
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

作
り
を
推
進
す
る
よ
う
努
力

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、そ
の
立
地
条
件
を
活
か
し﹁
か
け
こ
み
１
１
０
番
連
絡
所
﹂と
し
て
社
会
貢

献
活
動
に
も
力
を
入
れ
地
域
と
と
も
に
歩
む
給
油
所
を
目
指
し
ま
す
。

趣
味
は
何
で
す
か
？

　
今
は
、地
区
の
自
治
連
合
会
会
長
を
し
て
い
る
関
係
で
、趣
味
の
時
間
は
余
り
な

い
で
す
ね
。


